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要旨 

 
今日の外国語教育では，英語によるコミュニケーション能力の育成に向けたツールとして，授業に

おいてさまざまな学習支援アプリが使用されている。本研究では，その中でも，小・中・高等学校を

通じて普及が進んでいる自動音声認識ソフトに着目し，英語による表現力や発信力向上におけるその

有用性について考察する。小学校第5年児童を対象に，単元終末活動の前に音声認識ソフトを用いた表

現活動を行う授業と用いない授業を行い，児童の発話語数や内容（アイデアユニット）の比較を行っ

た。加えて，外国語学習に対する意欲や自信などの情意面の変容について，児童の振り返りを用いて

分析した。その結果，音声認識ソフトを用いた児童の方が，発話数や内容における評価値が高く，自

信や相互理解（発話相手の内容理解）における自己評価の数値も高く示されていた。小学校外国語科

の授業におけるアプリケーション・ソフトウェアの活用について，留意点と効果を示しながら，指導

目標や学習段階に応じた学習支援のあり方を述べる。 

 

 

1．はじめに 

 
 今日の教育現場では，テクノロジーの発展に伴い，デジタル教材やタブレット端末上のアプリケー

ションなど，多様なマルチメディア教材を活用した学習活動が幅広く行われている。外国語教育にお

いては，英語による表現力や発信力向上のための支援ツールとして，授業においてさまざまな学習支

援アプリが使用されている。語彙・発音力，読解など特定の領域を専門とする教材に始まり，オンラ

インチャットフォーラムでインタラクションを促すスピーキング教材や，自動音声認識ソフトによる

ディクテーション教材，英検，TOEIC，TOEFL などの検定試験対策で総合的に英語力を伸ばす教材な  
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【倫理的配慮についての言及例（下線部分）】 

 

3．方法 

3.4  方法 

通常の外国語の授業時間に事前テストを実施した。その後，4 週にわたり，1 クラス（処置群）は

Speechnotesを用いたスピーキング活動を帯活動として毎時間実施し，もう 1 クラス（対照群）は歌や

チャンツを用いた通常の帯活動を行った。単元終了後の翌週の授業時間に，事後テストを実施した。

本研究では，実施に先立ち，研究の趣旨，ならびに，本研究の参加により①児童の正課授業に支障を

きたさない，②正課の成績に影響を与えることはない，③個人情報は匿名化され適切に管理される旨

を文書と口頭で参加児童の保護者に説明し，文書で参加の同意を得た。なお，対照群には，本研究終

了後に実施した単元で Speechnotes を用いた帯活動を毎時間行い，教育内容の均等性を図った。 

 

 

 

 


